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あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！

あの この
あの手この手のマークの間のＳはsolution（解決）のＳです。

第111号 2016年10月10日 大和市民活動センター 拠点やまと発行
【市民活動にこの人あり】第７回
集めたプルタブを入れたペットボトルを手
にする「みどりママ」こと足立原雅美さん

2016年度の表紙は、笹倉鉄平版画ミュージアム主催の
第７回やまと子ども絵画大賞で入賞した作品を掲載します。
テーマは「好きな！楽しみな！学校での地域での行事」。
今号は「大和田園ロータリークラブ賞」を受賞した作品です。

沖田小春さんのメッセージ
「緑野小運動会の応援団」 沖田小春さん（緑野小６年）

五年生の時に応援団に思い切って立候補したら、
とても楽しく印象に残ったので六年生でもやってみました。

「カッコーフェスタ’16 inイオンモール大和」

出展申込締切は 10月24日(月)です。

なお、展示パネルは、90cm×180cmで、１団体２面ま

でご利用いただけます。大きな音の出る発表は、音量調

整が可能でしたらOKです。

多数のお申し込みをお待ちしています。ご不明な場合は、

当センターまでお問い合わせください。

※開催当日の11月22日(火)はセンターは閉館とします。

今年の市民活動団体交流まつり「カッコーフェスタ」は、

前号でお知らせの通り、イオンモール大和１階のライト

コートで11月22日(火)10:00～17:00に開催いたしま

す。ただいま出展申し込み受け付け中ですが、締切りは

10月24日(月)です。申し込み団体は、当センターで開

催する打ち合わせ会〔10月６日(木)10:00～12:00か、

25日(火)13:00～15:00〕に、なるべくご参加ください。



◆市 民 活 動 相 談＝10月10・24日(月)・11月14日(月) ※毎月第２・４月曜の10～17時
◆ボランティア相 談＝10月８・22日(土)・11月12日(土) ※毎月第２・４土曜の10～17時
◆パ ソ コ ン 相 談＝10月11・25日(火)・11月８日(火) ※毎月第２・４火曜の14～17時
※予約不要ですが、事前に電話予約していただいた方が、お待たせすることもなく確実です。

お気軽に！

定例相談日

第73回共育セミナー／2016年９月17日(土)

「薬との上手な付き合い方～薬の基礎知識」

◆処方箋について
・処方箋の有効期間は４日以内で、どこの薬局でも受け付け
てもらえます。

・薬の処方は、平日の19時以降・土曜日の13時以降・休日
は「夜間・休日等加算」があり、少し高くなります（3割
負担の方で40円位）。

・処方箋はFAX受付のほか、スマホによる写真送信で受け付
ける仕組みもあり、待たずに済み、受付時間が時間内なら、
加算料はかからずに受け取れます。

◆お薬手帳について
・お薬手帳は「➀料金が安くなる ②併用・副作用がチェッ
クできる ③災害時に有効」などメリットが多いので、み
なさん積極的に使うようにしましょう。

・2016年４月の調剤報酬改定により、お薬手帳を利用する
と、３割負担の方で30～40円、自己負担額が減額される
ことになりました。同じ薬局で６か月以内の場合です。

・お薬手帳には、市販薬、サプリメント、検査の値、アレル
ギー情報、副作用、既往歴なども記入しましょう。医師、
薬剤師に質問したいことも書いておく便利です。

・災害時には、病院のカルテがなくてもお薬手帳があれば服
用薬などわかるので、とても役立ちます。

◆服薬について
・薬は、コップ1杯の水で飲みましょう。これが吸収に必要
な量です。水が少ないと食道にくっつくこともあります。

・薬を飲むタイミング、量、期間は、必ず医師の指示に従う
ようにしましょう。「今日の血圧は低いから飲むのをやめ
ておく」など自分で調節してはいけません。気になること
があれば、医師に相談しましょう。

◆薬の保存・処分について
・冷蔵保存の薬は、野菜室かドアポケットに入れましょう。
・保存の温度は、「室温」は1～30度、「常温」は15～25度、
「微温」は30～40度、「冷所」は1～15度です。

・残薬（処方されたのに飲まずに残された薬）が多いことが
問題となっています。残薬が多い方は、薬局に全部持って
いき、なぜ多いのか相談するようにしましょう。

・小さいお子さんのいる家庭では、誤食を防ぐため、薬を捨
てるときはシートから出して紙などに包んで捨てましょう。

大和市民活動センター会議室で、第73回共育セミナーを開催しました。
この日は、薬剤師の社会貢献という位置づけで、岡崎久代さんと井上
芳子さんに、「薬の基礎知識」のお話をうかがいました。とくに、お薬手
帳については、災害時に有効なほか、日常的にもよく理解して活用した
方がいいことがわかりました。以下、お話の一部をご紹介します。

第74回共育セミナー 10月15日(土)14:00～16:00
「薬局との上手な付き合い方」 大和市民活動センター会議室
岡崎さん・井上さんに、引き続きお話いただきます。ただいま申込
受付中です。当センターまでお電話ください（☎046-260-2586）。

「拠点やまと文庫」 リニューアルオープン～市民活動の本あります。
大和市民活動センターには、「拠点やまと文庫」の名で市民
活動の本がたくさんあったのをご存じでしたか？ 今回「リ
ブライズ」という仕組みを使い、本を50冊ほど登録しイン
ターネットで公開しました。蔵書の表紙写真など一覧できま

すので https://librize.com/yamato から是非ご覧ください。

蔵書は最近の本がなかったので、今回これを機に新しく下記
の本も購入しました。１人２週間２冊まで貸し出しできます。
市民活動関連の本をお持ちの方は、寄贈していただけると幸
いです。また、購入希望も受け付けます。本がきっかけと

なって、新たな発見や新たなつながりが生まれれば幸いです。



ホームレスから逆に
缶コーヒーをもらったことも。
市民活動というと、団体による活動のイメージがあるなか、

個人でもそれに負けない活動をしている人がいる。カットス
タジオみどりの「みどりママ」こと足立原雅美さんだ。週に
３～４回、近隣にある公園のトイレ掃除を１人で始めて４年
目。それだけでもなかなかできることではないが、彼女は公
園のホームレスも放っておくことはできない。

怖いながらも「大丈夫？」と声をかけ、おにぎりや栄養ドリ
ンクを差し入れたことも。「本当に心配する気持ちがあれば
きっと通じる」と雅美さん。これまで公園で出会ったホーム
レスは４人。市役所の生活援護窓口を紹介し、なかにはグ

ループホームに入り自立を果たした人もいて、立派なホーム
レス支援活動だ。トイレ掃除中に「これ飲みな。今日は暑い
から大変だろ」と逆に缶コーヒーを渡されたこともあった。

商店街組合で缶のプルタブを集めて換金し、車椅子を寄贈す

る活動も20年以上仲間たちと続けている(表紙上写真)。病院
や介護施設などに寄贈し、その数はすでに10台以上。また、
店のお客様のご縁もあり、ＦＭやまとの審議委員を引き受け
た経験は、さらに転機となった。折しも東日本大震災があり、
企業や団体で役職にあるような他の委員たちの積極的な活動

にも刺激を受けた。店に来るお客様からも、親戚が福島で被
災した話を聴かされ、自分も何かしなければと思うように
なったのだ。

足立原雅美さん

ちょうど4人目の子どもが来年小学校を卒業という年にあたり、

長年お世話になったからと学校周辺の清掃活動を毎朝始めた。
4人の卒業後には、子どもたちがたくさん遊ばせてもらったと、
公園のトイレ掃除や街の落書き消しを続けている。

仕事柄できることは限

られるが、その後も、
市長に公園美化を直訴
したり、大和商工会議
所の「まちゼミ」で外
国人に着付けを教えた

り、地域への恩返しと
して身近なところから
活動は広がっている。

11月22日のカッコー

フェスタは、期せずし
て店の定休日。子ども
の髪の編み込みや疲れ
た手のマッサージなど、
仕事も生かしてお手伝

いしたいと、今から張
り切っている。

【市民活動にこの人あり】 第７回

「福祉の日」の集い

あなたの中の「やさしい心」が輝き出す
毎年10月15日の大和市「福祉の日」にちなみ、今年も「福
祉の日」の集いが開催されます。入場無料で定員は400名。
手話通訳もあります。予約不要ですが、車椅子でご来場の場
合は、事前にご連絡ください。

日時：10月15日（土）13:00開場、13:30開会
会場：大和市保健福祉センター 1階ホール

※鶴間駅下車、東へ徒歩５分
内容：①表彰式典

②講演／サウンドテーブルテニスについて
大和で発足したきっかけ～高橋ミヤ氏

③ライブ／サファリパークDuo
※プロも一目置く、養護学校に通う姉弟ｼﾞｬｽﾞﾕﾆｯﾄ

主催：大和市福祉推進委員会・(福)大和市社会福祉協議会
問合：大和市健康福祉総務課 TEL 046-260-5604

カットスタジオみどり

イ ベ ン ト ・ 募 集 情 報

YAMATOショートムービーコンテスト作品募集中

ロケ地は大和！グランプリ賞金30万円に
大和市の魅力を引き出した５分以内の映像作品を募集してい

ます。大和市を題材に取り入れた作品であれば、ジャンルも
応募資格も問いません。第７回の今回は、グランプリ賞金は
30万円、準グランプリは５万円に。結果と作品は、来年３月

18日開催のYAMATO映画祭2017で発表・上映されます。

締 切：12月25日（日）
応 募：大和市イベント観光協会ホームページにある応募用

紙に必要事項を記入し、添付して録画DVDを郵送

主 催：大和市イベント観光協会 TEL 046-260-5799
さがみの国大和フィルムコミッション

Babyサロン♡まんま

10月31日（月）はハッピーハロウィン
毎月大和駅前のビルで開催しているBabyサロンまんま。ベ
ビーとママがのんびり過ごせるサロンです。10月31日は、
ハッピーハロウィンとして、みんなで仮装します。合い言葉
は「トリックオア トリート」。

日時：◆10月31日（月）10:30～12:00
ハッピーハロウィン（定員20組／要予約）

◆10月31日（月） 12:00～14:00
プログラムなし・のんびりTime

会場：大和スカイビル5F（大和駅北口すぐ）
会費：利用料300円（ハロウィンは＋参加費200円)
主催：NPO法人まんま manmanchi@r9.dion.ne.jp
問合：TEL 045-303-5393（月～金10:00～16:30）

10月のてしごと市は22日(土)

ハロウィンスタンプラリーを開催します
毎月原則として第２土曜日に開催している「てしごと市」。
手作り雑貨のほか、格安新鮮野菜も販売、包丁研ぎなども。
10月は第２ではなく第４土曜日(22日)開催とし、８カ所の
お店などを巡るハロウィンスタンプラリーを実施、お菓子が
もらえます。ハロウィン記念写真を撮れる背景もあります。

日時：10月22日（土） 10:00～14:00（てしごと市）
スタンプラリーは10:00～11:00の間にスタート

11:30～12:30にゴール(終了)
会場：高座渋谷駅西口ツルハドラッグ北側の空き地
会費：無料

主催：食のアトリエ
問合：TEL 046-264-7434（小宮山）

落書き消し中の雅美さん⇒



大和市民活動センターは「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」に基づいて設置されています。

「あの手 この手」 第111号 発行日： 2016年10月10日 発行： 大和市民活動センター 拠点やまと

大和市民活動センター ＜開館：月～土 9：00～18：00＞ TEL：046-260-2586 FAX：046-205-5788
〒242-0021 大和市中央 1 – 5 - 1 （大和駅南口より徒歩２分） e-mail：yamato@ar.wakwak.com
※祝日も9：00～18：00で開館しています。※11月22日は臨時閉館。 URL：http://www.kyodounokyoten.com/

やまもり☆ホッとスクランブル
大和市民活動センターだより

『やまとっこ☆みつけた』

ＦＭやまと
77.7 ＭＨｚ

第1.3.5(火)9～10時
再放送 15時～ 21時～

◆健康診断の結果を聞きに行った。「今月で

クリニックを閉鎖します」と女医先生。ご自

身の気力と体力が無くなったとのこと。とっ

ても残念です」としか言いようがなかった。

同時に調剤薬局も閉店とか、残念！ 石川

◆高齢者サロンでの話。２か月前にたらいと

洗濯板・洗濯機の写真で思い出話をすると決

めていた。当日は「とと姉ちゃん」の洗濯機

公開商品テストの日。昔の話と朝ドラと話が

ごっちゃになって大いに盛り上がった。関根

◆老人会員60名の作品展を企画。恥ずかし

がりや？の不安をよそに、それも傑作揃いの

鎌倉彫・ちぎり絵・油絵・陶芸・絵付け等

80点以上。帰り際受付女性(86歳)が「来て

良かったと思う会場になりましたか？」望月

◆10年振りに中学の同窓会が11月郷里で開

催される。懐かしい友人から、参加するかど

うかの連絡。お互いの近況報告から同級生の

話題へと移っていく。亡くなった人、闘病中

の人、老いを感じる会話が寂しい。櫻井貞代

◆最近は夏が終わるころに「秋バテ」になる

人が多いそうだ。対処法は鼻の頭にうっすら

と汗をかくまで38度のお湯にゆっくりと浸

かること。今はもう38度では寒い季節にな

り、あっという間に秋から冬へ向かう。中山

◆関西で暮らす母の介護が始まった。弟夫婦

が同居しているので、１人暮らしの親御さん

を遠方に暮らしながら介護している友人達に

比べれば、私は楽をしている…。親の様子を

見ながら、いずれ行く道と思う。 櫻井み

◆「夏旅行終わればいつも旅行ロス」

ロスを少しでも軽減するため、我が家の１年

後の旅行計画は、帰りの機内わずか１時間で

作られる。そのため議論の時間は無く、行き

先は毎年北海道となる。市民活動課／椎木

◆喫茶店、オフィス、お寺、病院、自宅など

あちこちの本棚を図書館にする「マイクロ・

ライブラリー」が全国に広がっています。本

をツールに人と地域をつなぐ試みで意外に簡

単。あなたも始めて見ませんか？ 徳留
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第274回◆９月６日放送分

やまと国際オペラ協会

～第九の詩が歌う人を若返らせる～

11月３日開館のやまと芸術文化ホールにオーケストラ

ピットが配置されることで本格的なオペラの上演などがで

きることになり、大和市のさらなる音楽文化発展を目指し

て活動中。オーケストラ会員、ソリスト会員、合唱団、ス

テ－ジクリエーターも募集中。会の名に国際を入れたのは、

原語で作品を理解して演奏することと、オペラで国際交流

を図るというこだわりからと会長の長谷部浩士さん。

病院でのコンサート時にボリビア人がスペイン語での演奏

に涙を流して聴いてくれたとエピソードを話されたのは事

務局の長谷部美由紀さん。同じく井澤さんは、昨年のガラ

コンサートの時は受付や裏方で忙しく「本番は舞台に立っ

て歌えるかどうか、もしかしたら舞台衣装のままチケット

のもぎりをしているかも？」と。「やまと第九」の指揮者

箕輪さんは「練習毎によくなっていくのが楽しい。前回練

習時は、皆さんキラキラしていて10歳以上若返っていま

した。第九の詩がそうさせている」と語りました。

★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆

＜10月の出演団体＞

第276回◆10月４日放送
食のアトリエ

原則として毎月第2土曜日に、高座渋谷で手作り品など

を販売する「てしごと市」を開催中。10月は22日です。

＜出演しました！＞ 録音ＣＤが大和市民活動センターにあります。

第275回◆９月20日放送分

やまと国際フレンドクラブ

～たくさん外国人の友達を持つことが国際交流～

大和市国際化協会主催「やまと国際交流パーティー」の実

行委員メンバーだった人たちが、このまま解散するのは残

念と結成し、今年で10周年を迎えます。このパーティの

ほか、屋外での「だべ～る」、夏休み学習教室「まなべ～

る」、やまと国際アートフェスタが主な活動です。「でき

るときにできることを」をモットーに、市民レベルの国際

交流、多文化共生を目指して20代から80代まで幅広く楽

しく活動しています。

「たくさんの外国人と友だちになることが国際交流です」

と代表の長谷部さん。初代実行委員長の中村さんは「いろ

んな人に会えるのがいいのかな～」と思って参加。「やま

と第九」のテノール歌手でもあり、84歳とは思えない

若々しさ。趣味も多彩。アメリカに４年半住んでいた吉田

さんは「在米時に気軽に友だちができたことが嬉しかった

ので、帰国後パーティーの案内を見た時に何か恩返しがで

きるのでは」と思って参加したとのことでした。

第277回◆10月18日放送
拠点やまと(大和市民活動センター)

今年の「カッコーフェスタ」は、会場をイオンモール

大和のライトコートに変え11月22日(火)に開催します。


